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新
潟
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
木
原
四
郎
さ
ん
が

西
蒲
原
地
域
を
支
え
る
水
の
流
れ
を
訪
ね
歩
き
、

風
景
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の

木
原

四
郎

新潟の
原風景

といえ
ば、

どこま
でも広

がる豊
かな水

田。

この景
色は、

確かに

行き渡
る水が

あって
作られ

ていま
す。

これは
、水と

農業、
そして

新潟の
未来を

考える

シリー
ズです

。
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イラストレーター

木原 四郎さん
きはら　　しろう

1946年、佐賀県佐賀市出身。
「旅するイラストレーター」として
新潟県内を歩き、風景や人物を描き
続ける。独特の柔らかいタッチの
イラストと心温まる文章で人とモノと
の出会いを紹介し、人気を集める。
NHK総合「金よう夜きらっと新潟」に
出演。各地で展覧会も開催する。

新潟大学名誉教授

伊藤 忠雄さん
いとう　  ただお

　1944年、新発田市生まれ。67年、新潟大学農学部卒。専門は
農業経営学。同大教授、副学長などを経て2010年に退職。15年
3月まで放送大学新潟学習センター所長。12年から5年間、県内
の先進的農業経営者を講師に招き、実践的経営論を議論する
「新潟農業経営塾」を主宰。現在、新潟市農業活性化研究セン
ター名誉所長として新潟農業の課題などを問題提起している。

低
湿
地
か
ら
豊
穣
の
楽
土

地
域
を
支
え
る
水
利
施
設

　

新
潟
平
野
の
生
存
基
盤
を
支
え
る
農
業
水
利

シ
ス
テ
ム
。
そ
の
装
置
は
国
内
で
も
希
有
（
け

う
）
な
堅
牢
（
け
ん
ろ
う
）
さ
を
誇
っ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
日
本
の
穀
倉
地
帯
を
形
成
す
る

新
潟
市
、
燕
市
、
弥
彦
村
か
ら
成
る
西
蒲
原
地

域
約
２
万
㌶
の
農
地
に
は
、
８
３
１
０
㌔
㍍
も

の
農
業
用
用
排
水
路
が
毛
細
血
管
の
よ
う
に
走

り
、
揚
排
水
機
場
は
実
に
４
６
４
機
場
も
集
中

し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
最
大
の
排
水
能
力
を
持

つ
の
が
新
川
河
口
排
水
機
場
（
毎
秒
２
４
０

㌧
）
で
、
排
水
規
模
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

あ
る
。

　

こ
れ
ら
排
水
機
場
の
う
ち
、
10
機
場
は
国
営

事
業
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
農
業
用
の
排
水
機

場
で
、
稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
今
で
も
休
ま
ず
、

風
雪
に
耐
え
て
稼
働
し
て
い
る
。
そ
の
訳
は
、

開
発
前
の
こ
の
地
域
一
帯
が
大
潟
・
田
潟
・
鎧

潟
な
ど
の
潟
が
広
が
る
低
平
地
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
土
地
が
、

今
も
西
蒲
原
地
域
全
体
の
約
２
割
に
達
し
て
い

る
の
だ
。
運
転
を
休
止
す
れ
ば
、
周
辺
は
か
つ

て
の
沼
沢
地
に
逆
戻
り
す
る
。

　

い
ま
、
潟
湖
群
跡
の
水
田
に
立
つ
と
、
満
々

と
水
を
た
た
え
た
往
時
の
渺
茫
（
び
ょ
う
ぼ

う
）
た
る
風
景
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。

　

幕
領
、
長
岡
藩
、
村
上
藩
な
ど
に
分
割
統
治

さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
、「
水
苦
の
地
獄
」
と

い
わ
れ
た
こ
の
低
湿
地
の
開
発
に
挑
ん
だ
人
々

が
い
た
。
膨
大
な
工
費
を
投
じ
て
砂
丘
の
山
を

掘
り
割
り
、
西
川
に
交
差
さ
せ
て
日
本
海
に
通

水
す
る
新
川
を
開
削
し
た
人
た
ち
だ
。

　

か
く
し
て
「
豊
穣
の
楽
土
」
は
成
っ
た
。
そ

の
先
人
の
偉
業
か
ら
、
２
０
０
年
の
歳
月
が
流

れ
る
。

　

13
年
余
を
か
け
て
本
年
度
完
工
す
る
国
営
新

川
流
域
農
業
水
利
事
業
は
、
老
朽
化
し
た
河
口

排
水
機
場
の
大
幅
改
修
や
隣
接
地
に
建
て
替
え

ら
れ
た
右
岸
排
水
機
場
な
ど
に
よ
り
、
コ
メ
単

作
か
ら
複
合
型
農
業
へ
の
構
造
転
換
を
大
き
く

加
速
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
地
域
住
民
の
暮

ら
し
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も
大
き
な
期
待

を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

幾
重
も
の
歴
史
を
礎
に
し
て
、
今
日
の
農
業

と
都
市
の
営
み
が
あ
る
。
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この紙面を読んだご感想を、ハガキ、ファクス、Eメールでお寄せください。
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